
事業の流れ（事務手続き等）

農地の貸し借り　　　　　    　実施中！
　宮城県農地集積バンク（市町村・農業委員会・JA・県・機構）は、農地の
貸し借りにおける「声がけ運動」を実施しています。事業を活用していた
だいた方々の声（メリット等）を地域の方々へお伝えし、きっかけづくりに
なればと考えています。地域のみなさんも一緒に「声がけ」し、よりよい土
地利用を進めませんか！
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利用調整活動
農地中間管理機構
【みやぎ農業振興公社】

①出し手から農地を借り受け
②必要な場合は簡易な条件整備等を実施
（※出し手・受け手の負担を基本とします。）

③受け手（認定農業者等）への農地集積に
　配慮し貸付
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平成27年7月31日
※今後、10月、１月にも募集予定しています。

市町村の農政担当窓口
JA担当窓口

申込書の入手先

出し手
（貸し手）

事業活用者の声

　短期的には経営転換協力金を
いただくことで本年の収入に充て
られ大変助かった。長期的に考え
ると今後の米価変動による農業
所得の推測が難しいのに対し、
10年間の貸付による所得が
安定していて安心である。

Bさん
　受付窓口である農業委員会･
ＪＡの説明が分かりやすかった。
手続きも簡単で、時間も掛からず
済んだ。
　機構に貸した後、安心して任せ
られる担い手に調整してもらえ
た。

Aさん

　農地の集約化が図れたことが
一番大きい。農業情勢は変わらず
厳しいが、今後もこの事業を活用
し、農業経営の規模拡大を図り
たい。

　営農計画どおり規模拡大が
できた。出し手とのマッチングも、
希望どおりにスムーズに進めても
らえた。今後も地域の担い手とし
てがんばりたい。

担い手法人代表Ｂさん個別担い手Ａさん
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貸したい! 安心して任せられる!

農地がまとまった!

借りたい!

声がけ運動

みやぎ農業振興公社 検 索お問い合わせ・ご相談は…地元市町村・農業委員会・ＪＡ・（公社）みやぎ農業振興公社（ＴＥＬ 022-275-9192）へ


